埋蔵文化財保護に関する覚書
あわら市教育委員会（以下「甲」という。）と　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、乙が行う事業施行地区内の埋蔵文化財の保護に関し、文化財保護法の精神にのっとり、次のとおり覚書を締結し、これを誠実に履行するものとする。

（事業の概要）

第１条　乙が実施する事業は、次のとおりとする。

（１）事業地
あわら市

（２）事業名
（３）事業計画面積
㎡


（別紙図面のとおり）

（４）事業期間
　　年　　月　　日から


　　年　　月　　日まで

（埋蔵文化財保護の措置）

第２条　乙は、前項の事業の実施にあたって、埋蔵文化財の破壊を防止するため最善の努力を講じるものとし、原則として埋蔵文化財は現状で保護保存するものとする。

２　個々の埋蔵文化財の具体的保存措置については、甲と乙が別途協議して決定するものとする。

（埋蔵文化財の確認）

第３条　甲は埋蔵文化財の確認調査を実施し、その位置および範囲等を乙に明示するものとする。埋蔵文化財の確認調査の実施にあたっては、乙は事前に立木、雑草の伐採等を行うものとする。

（工事施行中の新発見）

第４条　工事施行中、またはその他の理由により新発見された埋蔵文化財については、乙はその現状を変更することなく第２条に準じて措置するものとする。

（発 掘 調 査）

第５条  止むを得ず発掘調査が必要とされる埋蔵文化財については、福井県教育委員会の指導により、甲が実施するものとする。

（経　　費）

第６条　確認調査、発掘調査および調査後の調査報告書作成に要する経費は、乙が負担するものとする。

（報告および調査）

第７条　甲は、乙が行う事業の実施状況について、乙に対し必要な報告を求め、かつ、文化財担当職員に立ち入り調査を行わせることができるものとする。

（そ の 他）

第８条　この覚書に定める事項について疑義を生じたとき、又は定めがない事項に関しては、その都度甲乙協議のうえ定めるものとする。

この覚書の締結を証するため本書２通を作成し、甲、乙それぞれ記名押印のうえ各自１通を保有するものとする。

　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　甲　　　 福井県あわら市市姫三丁目１ー１

　　　　　　　　　　　　　　　　 あわら市教育委員会
教育長　　　　　　　　　 　　㊞

　　　　　　　　　　　　乙　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

